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と
ま
れ
本
書
は
地
理
學
通
論
と
し
て
、
中
陰
の
地
理
教
授
者
に

と
っ
て
は
誤
認
考
書
で
あ
り
、
高
等
営
門
藩
校
の
敏
科
書
と
し
て

又
文
瞼
受
験
者
、
一
般
に
入
文
地
理
學
の
現
献
を
知
ら
ん
と
欲
す

る
人
に
第
一
に
推
薦
せ
ら
る
べ
き
良
書
で
あ
る
。
（
町
版
三
百
八
十

頁
、
定
便
三
圓
三
十
銭
，
地
人
書
館
臨
監
）
（
米
倉
）

　
○
佛
蘭
西
革
命
前
後
　
　
　
　
中
村
善
太
郎
著

　
凡
そ
…
國
に
於
け
る
歴
史
現
象
の
考
察
に
は
何
よ
り
も
志
づ
同

國
の
詳
細
な
る
歴
史
事
象
の
探
究
々
明
が
前
提
と
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
。
然
し
若
し
歴
史
研
究
家
に
し
て
其
研
究
勤
象
を
輩
に
當

該
一
國
の
其
の
み
に
終
始
局
限
す
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
や
其
塵
に

は
三
士
榑
な
る
史
的
智
識
と
強
悪
の
羅
列
の
み
が
残
さ
れ
、
同
歴

史
の
有
す
る
意
義
、
特
質
等
の
認
識
は
不
可
能
で
あ
ら
う
し
、
假
令

其
か
若
干
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
飽
迄
其
は
他
を
知
ら
ざ
る
猫
断

的
自
己
認
識
、
自
己
解
牒
に
留
る
で
あ
ら
う
。
偏
見
固
隈
に
し
て
、

吾
々
歴
史
研
究
家
に
最
も
要
講
さ
る
聡
き
肉
冠
、
意
義
の
俘
は
ざ

る
非
科
霊
的
歴
史
観
は
多
く
是
に
餓
因
す
る
虚
と
思
は
れ
る
。

　
斯
く
て
若
し
歴
史
研
究
者
に
し
て
正
し
く
科
拝
診
た
ら
ん
と
す

る
な
ら
嫁
、
常
に
個
々
の
歴
史
黒
髪
の
探
究
に
依
て
史
的
智
識
を

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
巷
　
櫓耀

l
號
　
　
　
八
六
二

豊
富
に
す
べ
き
は
素
よ
り
、
と
同
時
に
無
界
史
に
謝
す
る
絶
え
ざ

る
閣
心
と
比
較
研
究
に
依
る
歴
史
的
意
義
の
認
識
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
。
　
　
　
’
　
　
　
　
，

　
一
七
八
九
年
勃
遷
し
た
佛
蘭
西
大
革
命
は
所
謂
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革

命
中
最
も
典
型
的
な
る
も
の
と
謂
は
る
。
然
し
吾
々
は
此
よ
り
早

く
既
に
世
界
史
上
、
維
封
王
政
治
下
に
あ
っ
て
諸
種
の
近
代
的
改

革
の
行
は
れ
た
る
事
，
イ
ギ
リ
ス
に
於
け
る
清
敏
徒
革
命
を
縄
項

と
す
る
薯
し
く
宗
教
的
色
彩
を
帯
び
た
る
諸
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
の

燧
臥
せ
ら
れ
た
る
事
、
將
叉
脚
本
國
に
自
由
を
要
望
し
て
起
っ
た

北
米
合
衆
國
の
猫
立
、
其
他
等
々
何
れ
も
「
近
代
的
」
「
ブ
ル
ジ
ョ

ア
的
」
の
名
を
冠
す
べ
き
諸
改
革
、
響
町
革
の
行
は
れ
九
る
を
知

っ
て
み
る
。
而
も
何
故
に
吾
々
は
特
に
か
の
佛
蘭
西
大
革
命
を
最

も
典
型
的
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
言
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。

　
付
随
云
ひ
、
斯
く
佛
蘭
西
革
命
に
其
意
義
，
其
特
製
性
を
認
知

し
得
る
爲
に
は
、
よ
し
如
何
に
其
が
心
行
く
罵
り
詳
細
を
極
め
や

う
と
も
、
佛
蘭
西
革
命
の
研
究
没
頭
の
み
に
依
て
は
決
し
て
充
分

で
は
な
い
。
其
爲
に
は
常
に
世
界
史
上
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
」
「
近
代

的
」
改
革
、
攣
革
と
興
せ
ら
る
』
諸
歴
史
事
象
へ
の
維
え
ざ
る
關

（　212　）



心
と
、
相
互
主
命
的
覗
黙
に
立
つ
其
等
の
比
較
研
究
が
要
求
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
斯
く
て
こ
そ
，
藪
に
初
め
て
豊
冨
な
る
史
實
に

基
き
、
其
に
立
脚
し
て
な
さ
る
可
き
歴
史
的
意
義
の
獲
見
と
二
二

は
成
立
す
る
。

　
生
前
兎
角
一
位
に
康
に
恵
ま
れ
給
は
す
と
は
謂
へ
、
た
ゆ
ま
ざ
る
二

幅
の
勢
を
終
始
吾
西
洋
近
世
史
の
向
上
と
開
拓
に
向
け
ら
れ
、
夙

に
斯
々
の
塗
壁
た
り
、
而
も
倫
、
謙
譲
の
美
徳
愈
々
高
く
珠
玉
の

篇
多
く
筐
底
に
秘
め
て
製
表
、
學
界
に
問
は
る
・
事
少
か
つ
九
前

東
北
帝
國
大
極
付
文
學
部
教
授
中
村
善
太
郎
氏
，
宿
痢
に
冒
さ
れ

て
塗
に
起
た
す
逝
去
さ
れ
て
よ
り
早
や
三
年
に
垂
ん
と
す
る
，
今
、

同
墨
許
嫁
洋
史
研
究
室
諸
氏
の
手
に
依
て
整
理
、
遣
著
と
し
て
刊

行
せ
ら
る
臥
に
至
っ
た
「
終
漁
西
革
命
前
後
」
な
る
名
著
、
蘂
者
妓

に
拝
讃
す
る
に
及
ん
で
今
夏
乍
ら
恩
師
，
吾
大
學
に
講
師
と
し
て

御
講
義
あ
り
し
日
を
追
憶
、
哀
悼
の
念
切
々
九
る
も
の
あ
る
を
罷

ゆ
る
と
共
に
其
西
洋
近
世
史
に
退
す
る
識
見
年
立
に
し
て
、
研
究

の
法
亦
科
學
的
、
淘
に
斯
界
の
重
鎭
た
り
し
に
畏
服
せ
ざ
る
を
得

な
い
。即

ち
既
に
軍
な
る
教
義
を
中
心
と
せ
る
宗
教
界
の
面
革
と
は
言

　
　
　
紹
　
　
　
　
介

、
訟
能
は
す
、
其
塵
に
明
か
に
肚
會
性
の
認
め
ら
る
、
に
至
っ
た
所

謂
宗
教
諸
改
革
，
殊
に
其
最
も
心
し
き
華
と
實
を
結
べ
る
清
敏
徒

革
命
の
研
究
に
稿
を
起
し
（
第
一
篇
）
、
次
で
啓
蒙
君
主
の
一
人
た

る
普
王
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
ニ
世
の
政
治
學
詮
を
紹
介
研
究
し
て
其
進

歩
性
の
限
界
を
明
示
せ
ら
れ
た
（
第
二
篇
）
氏
は
藪
に
愈
々
佛
繭
西

革
命
の
原
因
（
第
三
篇
）
、
野
里
並
び
に
其
経
過
（
第
四
篇
）
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
制
．
覇
と
浸
洛
（
第
五
篇
）
に
迄
及
び
、
而
も
最
も
詳
細
に
後

三
篇
を
研
究
し
て
を
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
斯
か
る
世
界
史
的
，

相
互
開
聯
的
立
場
に
立
脚
せ
る
比
較
研
究
に
依
て
こ
そ
霊
堂
西
革

命
が
最
も
典
型
的
な
る
ブ
ル
ジ
ョ
ア
革
命
と
謂
は
る
・
所
以
の
も

の
が
、
葡
し
て
又
宗
敏
改
革
並
び
に
啓
蒙
君
主
の
歴
史
的
意
義
付

け
が
明
確
に
さ
る
Σ
で
あ
ら
う
。
翠
黛
歴
史
．
事
象
の
正
し
き
把
握

と
認
識
が
藪
に
初
め
て
可
能
と
な
り
成
立
す
る
。

　
故
中
村
喜
太
郎
氏
遺
著
「
葉
蘭
西
革
命
前
後
」
が
吾
々
に
教
示
す

る
塵
の
も
の
は
何
よ
り
も
先
づ
斯
か
る
歴
史
研
究
に
封
ず
る
態
度

に
就
て
穿
あ
．
る
。

　
素
よ
り
氏
が
オ
4
ラ
ル
に
私
淑
し
、
假
令
軍
な
る
政
治
史
の
其

で
は
な
い
に
せ
よ
、
政
治
思
想
と
閣
翻
せ
る
文
化
史
的
政
治
史
の

　
　
　
　
　
　
第
二
十
・
巷
　
　
第
一
四
號
　
　
　
入
山
ハ
一
二
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紹
　
　
　
介

立
場
を
執
っ
て
居
ら
れ
た
（
大
類
鳶
職
士
、
同
番
へ
の
序
）
以
上
、

其
立
場
に
就
て
若
干
の
問
題
、
又
此
際
特
に
重
要
性
を
有
つ
と
愚

考
せ
ら
る
』
黒
影
の
概
念
誤
写
（
例
へ
ば
第
四
篇
第
一
章
の
勢
頭
、

佛
薗
西
革
命
の
意
義
に
於
て
見
ら
る
・
如
き
同
革
命
へ
の
政
治
、

鮭
會
、
祉
會
主
義
革
命
な
る
諸
概
念
の
誤
れ
る
把
握
と
混
用
其
他
）

等
蝦
斜
な
し
と
は
し
な
い
。
然
し
灰
聞
す
る
が
如
く
ん
ば
、
氏
は

其
後
既
に
オ
ー
ラ
ル
を
揚
棄
し
て
マ
チ
エ
的
見
解
を
蔵
せ
ら
る
、

に
至
っ
て
み
た
と
謂
ふ
。
果
し
て
然
ら
ば
此
二
兎
又
氏
に
と
っ
て

銑
に
歴
史
的
な
る
も
の
で
あ
ら
う
。
筆
者
藪
に
於
て
愈
々
、
自
己

批
判
飽
迄
峻
嚴
に
し
て
常
に
斯
學
の
獲
展
に
献
身
さ
れ
し
氏
に
衷

心
畏
服
絶
大
の
敬
意
を
表
さ
草
る
を
得
な
い
と
共
に
，
斯
か
る
藏

嘆
決
し
て
同
型
著
の
眞
償
を
減
す
る
能
は
ざ
る
の
み
な
ら
す
，
否

寧
ろ
却
っ
て
距
に
燦
然
た
る
光
彩
を
放
つ
も
の
で
あ
ら
う
事
を
確

信
す
み
も
の
で
あ
る
。
敢
て
西
洋
近
世
史
研
究
者
の
み
な
ら
す
一

般
讃
者
の
必
讃
を
切
望
す
る
所
以
で
あ
る
。
　
（
改
造
杜
獲
行
、
定

債
三
圓
五
拾
銭
X
西
井
克
己
）

○
》
●
ω
げ
Φ
ぞ
9
P
自
○
ヨ
①
菖
。
国
も
。
ω
9
団
。
・
〕
お
雛

シ
ュ
リ
ー
マ
ン
に
初
ま
っ
た
多
く
の
考
古
仁
者
の
活
躍
と
そ
の

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
第
四
號
　
　
　
八
山
ハ
四

目
醒
し
い
成
果
と
は
、
ギ
リ
シ
ア
古
代
愛
の
研
究
に
新
九
な
方
向

と
覗
野
と
を
開
い
た
。
ギ
リ
シ
ア
青
銅
文
明
時
代
の
唯
一
の
而
か

も
信
ず
べ
き
記
録
と
さ
れ
て
き
九
ホ
メ
ロ
ス
の
詩
篇
が
，
解
剖
さ

れ
、
分
折
さ
れ
、
再
組
識
が
試
み
ら
れ
た
。
か
・
る
ホ
メ
ロ
ス
の

取
扱
方
は
、
即
ち
、
こ
の
著
者
の
謂
ふ
と
こ
ろ
の
　
島
⑦
。
。
け
鑑
象
く
Φ

。
匿
畠
ヨ
は
前
世
紀
の
末
に
は
隆
盛
を
極
め
、
逡
に
は
そ
の
本
家

な
る
凋
逸
に
あ
っ
て
さ
へ
反
動
が
起
る
に
至
っ
た
と
，
シ
ェ
ワ
ン

は
序
丈
で
言
っ
て
み
る
。
正
に
、
ホ
メ
ロ
ス
の
研
究
は
か
や
う
な

経
験
を
へ
て
來
た
の
で
あ
ケ
。
そ
し
て
ラ
ン
グ
に
捧
げ
た
こ
の
著

者
は
こ
の
「
破
壊
的
な
批
制
」
攻
繋
の
餓
射
の
内
に
立
っ
て
，
飽
く

迄
憾
統
の
ホ
メ
ロ
ス
を
防
噂
し
て
き
た
勇
士
で
あ
の
、
こ
の
著
書

は
敵
の
矢
を
防
止
し
得
た
と
信
ず
る
盾
の
武
功
の
撒
々
で
も
あ
ら

う
。
か
く
て
こ
の
書
は
一
九
一
一
年
か
ら
一
九
三
一
年
に
亙
っ
て
、

著
者
が
Ω
霧
跨
巴
因
①
鼠
Φ
壽
”
Ω
鋤
隆
。
巴
ρ
雌
罠
豊
ざ
Ω
霧
旨
艶

宅
①
①
討
ざ
Ω
p
。
路
爵
こ
。
毎
⇒
斜
Ω
霧
h
。
巴
剛
峯
。
δ
α
q
蜜
其
他
の
雑
誌

に
獲
表
し
た
論
文
五
十
四
篇
か
ら
成
り
，
七
編
に
分
類
さ
れ
て
あ

る
。

　
再
び
序
文
に
見
る
な
ら
ば
、
最
近
五
十
年
に
は
破
壌
的
な
批
判

（　o．14　）


